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◆ ニュース 

１．主要トピック 

 

UAE 

・世界貿易機関（World Trade Organization）の次の閣僚会議の議長国は UAE、開催時期は

2024 年1 

アラブ首長国連邦は、2024 年の第 1 四半期にアブダビで開催される世界貿易機関（WTO；World 

Trade Organization）の第 13 回閣僚会議（MC13）において議長国を務める予定である。WTO の最

高意思決定機関である閣僚会議は、世界貿易の将来を決定づける場となる。 

 

第 12 回閣僚会議（MC12）では、今後の重点分野として、輸出規制、食品安全性、知的財産、規

制当局間の協力、サービス、関税分類、技術移転、貿易円滑化、透明性等の分野が指定された。 

 

2022 年６月 12～17 日にジュネーブで開催された第 12 回閣僚会議（MC12）において確認・発表

された「ジュネーブ・パッケージ」（Geneva Package）2は、今日の世界が直面している重要な課題

について、貿易関連の具体的な対策を提示するものであった。 

 

知的財産はパンデミック対策にどのように貢献すべきかという問題は WTO の内外で論争を巻き

起こし、WTO 加盟国への技術的支援と政策サポートを優先課題とする旨が明らかにされた。 

 

上記の技術的支援には、「知的所有権の貿易関連の側面に関する協定」（TRIPS）に基づく一定の

要件の放棄などの試みが含まれる。これらの要件は、新型コロナワクチンの製造や、医薬品および薬

効成分の利用に関する予測可能性の向上を目的とする強制実施許諾の利用に関連して放棄されるこ

とになる。TRIPS の一部放棄という譲歩は、ワクチン製造能力の分散と拡大を目指す取組に寄与す

るものと予想される。 

 

サウジアラビア 

・知的財産分野におけるサウジアラビアと中華人民共和国の協働協力3 

さまざまな分野においてアラブ諸国と中国の関係を発展させることを目標として、最初のアラブ

諸国－中国サミットが 2022 年 12月 9日にサウジアラビアのリヤドで開催された。 

 

今回交わされた合意には、アラブ諸国-中国協力フォーラム（Arab-Chinese Cooperation Forum）

の実施プログラムを通じて諸々の指示を実行に移す旨が盛り込まれており、政治・経済・社会・開発

 
1 Emirates News Agency - UAE to host WTO’s 13th Ministerial Conference in Q1 2024 (wam.ae) 
2 WTO | Ministerial conferences - Twelfth WTO Ministerial Conference - MC12 "Geneva package" - in brief 
3 https://wam.ae/en/details/1395303110344 



 

 

 

 

3 
 

といった様々な分野のみならず知的財産権に関しても、協力関係の新たな局面を展開することの重

要性が強調されている。 

 

今回のサミットに先立ち、SAIPは、「一帯一路構想」（Belt and Road initiatives）4の枠組みの中

で、知的財産分野における協力を定めた覚書を中華人民共和国国家知識産権局（National 

Administration for Intellectual Property）と取り交わしていた。 

 

この覚書の枠組みの中で実施される協働協力活動のうち、特に重要なものは以下のような活動で

ある。 

 特許出願の早期審査制度に関する合意 

 国家産権局は特許協力条約に基づく国際調査機関としてサウジアラビア知的財産総局（SAIP）

を認定する 

 中華人民共和国の同済大学（Tongji University）において修士号を取得するための奨学金を専

門家 3 名に支給する 

 知的財産分野における中華人民共和国の専門家を招いて、知的財産専門家 30 名以上を対象と

した研修プログラムを実施する 

 知財エンフォースメントにおける経験を共有するために３回の合同ワークショップを開催し、

当該分野における中国の経験を学ぶための最初の視察訪問を実施する 

 

・サウジアラビアがハーグ条約に加入5 

サウジアラビアは「外国公文書の認証を不要とするハーグ条約」（Hague Apostille Convention）

への加入を承認し、同条約は 2022 年 12 月 7 日付で同国について発効した。同条約の締約国は、外

国の公文書の認証を取得するにあたり、領事認証に代えて、正当な権限を有する相手国の管轄当局が

付箋の形で交付する証明書（「アポスティーユ」）を取得することができる。この 1 回の手続によっ

て、外国の大使館または領事館に追加の証明や認証を求める手間を避けることができるため、時間と

費用が節約できることになる。 

 

「外国公文書の認証を不要とする条約」は 121 か国で受け入れられており、中東ではバーレーン、

モロッコ、オマーン、チュニジアが締約国となっている。 

 

サウジアラビアの同条約加入は、企業と個人のためのビジネス環境改善を目指すサウジアラビア

の「2030 ヴィジョン」（2030 Vision）に盛り込まれている。 

 

 

 

 
4 https://twitter.com/SAIPKSA/status/1600549399771611136 
5 https://twitter.com/SAIPKSA/status/1604763451674411008 
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・知的財産紛争解決委員会による決定の公開 

SAIP 知的財産紛争解決委員会（Committees for the Resolution of Intellectual Property Disputes ）

の事務局は、紛争解決委員会が発行した一連の決定を SAIPのウェブサイト上で公開した。6 

 

事務局が今回公開したのは、著作権保護制度に関わる違反を適用される法定要件に照らして審査

した上で紛争解決委員会が発行した決定である。 

 

公開の目的は、知的財産の分野で活動する研究者や学術関係者の水準を引き上げるとともに、これ

ら委員会が発行した決定を見直すことによって知財紛争の性質を理解させ、知的財産事案における

法律実務家の効率を向上させることである。特許委員会が発行した決定は今回は公開されておらず、

次の段階で公開される予定である。7 

 

これら決定の閲覧によって恩恵を受ける関係者全員が、公開された決定に目を通すことが望まし

い。公開された情報は知的財産の分野に特化した貴重な学術的資料と考えられ、知的財産権の保護と

維持に関する意識の向上に貢献するものと思われる。 

 

トルコ 

・当局との意見交換のための電子通信システムを開設8 

去る 12 月 5 日に開設された電子通信システムを利用することにより、出願人や特許/商標弁護士

は、トルコ特許商標庁（Turkpatent）のサイト（https://iletisim.turkpatent.gov.tr/iletisim/giris）から産

業財産権に関する情報を入手し、当局者との意見交換を行うことができる。 

 

電子政府（e-Government）を利用する際のパスワードは、本人がパスワード取得の申請を行った

上で自らの「トルコ共和国 ID 番号」（T. R. Identity number）が記載された身分証明書を提示する

ことによって PTT中央総局（PTT Central Directorates）から取得するか、在外の大使館および領事

館から取得することができる。 

 

オマーン 

・商工投資促進省（Ministry of Commerce, Industry & Investment Promotion）が商標・

特許・意匠に関わる手数料の大幅な引き下げを発表 

オマーン商工投資促進省は、企業と個人のための知的財産サービスおよび特許登録サービスの手

数料を含む 127 種類の料金の引下げと撤廃を発表した。この料金改定は財務省による経済発展と金

融の安定性を支援することを目的とするもので、改定料金は 2023 年の第 1 四半期から適用される。

 
6 https://www.saip.gov.sa/respect-ip/ 
7 https://www.saip.gov.sa/news/1466/ 
8 https://twitter.com/TURKPATENT/status/1598741497519607809 
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改定料金の料金構造は、政府が提供するサービスの質を向上させるとともに、外国投資の誘致に当

たってオマーン国に競争力を提供することを目指して策定されている。9 

 

特に引下げ幅の大きい料金の一部を以下に掲げておく。 

サービス 従来の料金（単位は 

オマール・リアル） 

改定後の料金 

(単位は 

オマール・リアル) 

期間 

意匠出願（企業）  

1000 

 

100 

 

- 

意匠登録証  

500 

 

50 

 

5 年 

意匠登録の更新  

500 

 

50 

 

5 年 

グラフィックデザイン出願  

1000 

 

100 

 

- 

グラフィックデザイン登録証  

500 

 

50 

 

10 年 

団体商標出願またはシングルクラスの商品に

関する商標登録証の申請 

 

200 

 

160 

 

10 年 

団体商標登録の更新またはシングルクラスの

商品に関する商標登録証の更新 

 

500 

 

160 

 

10 年 

商標調査  

50 

 

40 

 

- 

シングルクラスの商品に関する商標登録  

50 

 

40 

 

10 年 

シングルクラスの商品に関する商標登録の更

新 

 

200 

 

130 

 

10 年 

実用新案出願（企業）  

300 

 

50 

 

- 

特許出願（企業） 

 

 

300 

 

50 

 

- 

特許技術審査料  

300 

 

150 

 

- 
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湾岸協力会議（GCC） 

・GCC 特許庁は、2023 年１月１日よりバーレーンとクウェートに関する特許出願の受付を再

開10 

湾岸協力会議（GCC）特許庁は、同庁が発行した最新の「公報」（Official Gazette）の中で、バー

レーン王国およびクウェート国に関する特許出願の受付と、それら出願の形式審査および実体審査

を再開すると発表した。国内特許庁によって付与される。新規の出願は「国内特許」となるため、そ

れらが GCC特許出願と見なされることはない。つまり、付与された特許の効力はすべての GCC加

盟国について発生するわけではなく、バーレーンおよび/またはクウェート（出願人が当初 GCC 特

許庁に対して指定した国）の国内特許当局の管轄地域内でのみ法的効果を有することになる。 

 

 

２．他のトピック 

 

UAE 

・ERRA（複製権管理団体）が著作権保護、著作権管理団体および知的財産権全般の重要性を

強調 （2022 年 112 月 2 日） 

https://wam.ae/en/details/1395303107909 

 

・アラブ首長国連邦宇宙機関（UAE Space Agency）と Bayanat 社が提携し、宇宙データセン

ターで使用される地理情報分析プラットフォームの開発を目指す（2022 年 12 月 6 日） 

http://wam.ae/en/details/1395303109068 

 

・JETRO の知的財産部は、日本の知財関係者に知財関連の最新情報を提供しつつ、各種イベ

ントを通じて関係当局や公衆の啓発を図っている（2022 年 12 月 9 日、2022 年 12 月 21 日） 

https://www.khaleejtimes.com/supplements/promoting-landscape-of-opportunities-2 

https://twitter.com/DubaiCustoms/status/1605576984037400578 

 

・第 13回シャルジャ演劇フェスティバル（Sharjah Theatre Festival）において発足した協会が

アーティストの知的財産に関する問題を提起（2022 年 12 月 12 日） 

https://www.khaleejtimes.com/uae/sultan-opens-theatre-festival-in-sharjah 

 

・UAEのクリーンエネルギーへの移行と革新的な構想（2022 年 12 月 13 日、2022 年 12 月 14 

日） 

 
10 https://gccpo.org/AboutUsEn/ShowNews?id=68 



 

 

 

 

7 
 

https://wam.ae/en/details/1395303111366 

https://www.zawya.com/en/projects/industry/uaes-beeah-advances-waste-to-hydrogen-

project-in-sharjah-x88ommpw 

https://www.khaleejtimes.com/uae/environment/solar-parks-green-ammonia-dubai-is-on-its-

way-to-achieving-clean-energy-target 

 

・ドバイの物流業者 Evocargo がUAE で初となる無人トラックの試験を開始。試験用トラック

には、知的財産として保護されている 37 件の発明と技術が使用されている（2022 年 12月 14 

日） 

http://wam.ae/en/details/1395303111387 

https://evocargo.com/ 

 

・第 1 回アラビア語サミット（Arabic Language Summit）では、著作者と出版業者の著作権お

よび知的財産権を保護する法律の強化が話題になった（2022 年 12 月 20 日） 

https://wam.ae/en/details/1395303113078 

 

・アルゼンチンのワールドカップ優勝後に販売された主力選手メッシのジャージとチームの装

備品は模倣品を含めてすべて完売（2022 年 12月 21 日） 

https://www.khaleejtimes.com/sports/fifa-world-cup/demand-is-very-high-messi-no-10-jersey-

argentina-kits-sold-out-across-gcc-after-historic-world 

 

・ドバイに拠点を置くUAE の持株会社 Majid Al Futtaim グループが、まったく新しいジャン

ルのグループエンターテインメントを備えたデジタルスマートルームの開設を目指す協定に署

名（2022 年 12 月 22 日） 

http://www.tradearabia.com/news/MISC_404525.html 

 

・ディープテック志向のベンチャーキャピタルファンド 8X Ventures は、科学研究財団を通じ

て、UAE のスタートアップ企業による産業転換に期待している（2022 年 12月 23 日） 

https://www.khaleejtimes.com/business/start-ups/star-tech-8x-ventures-powers-deep-tech-

growth-in-uae 

https://8xventures.co/ 

 

サウジアラビア 

・中東北アフリカ地域の音楽産業の活性化を図る団体 XP Future of Music の 2022 年例会にお

いて、「クリエイティブ分野における知的財産権」と銘打った対話集会を SAIP が開催（2022 

年 11 月 30 日） 
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https://twitter.com/SAIPKSA/status/1597930600555376640 

https://twitter.com/SAIPKSA/status/1597932185608421379 

https://mdlbeast.com/events/xp-2022 

 

・音楽とウェブスリー（Web3）：メタバースの中の音楽業界、メタバースにおける知的財産

権といった問題は深遠であり、確実な存在感を持っている（2022 年 11 月 30 日） 

https://www.arabnews.com/node/2208931/saudi-arabia 

 

・中東で最大の携帯電話ネットワークを有する stc グループは、知識交換と教育プログラム支

援を目指す新たなパートナーシップによって研究活動と技術革新をサポートする（2022 年 12

月 3 日） 

https://www.arabnews.com/node/2210361/corporate-news 

https://www.stc.com.sa/content/stcgroupwebsite/sa/en/who-we-are.html 

 

・インドと中東を結ぶ新たな輸送サービス「Shaheen Express」が導入されたことにより、ダン

マームのキング・アブドゥルアジズ港は 3 つの大陸をつなぐ世界的な物流拠点となる（2022 

年 12月 11 日） 

https://mawani.gov.sa/ar-

sa/MediaCenter/NewsCenter/Pages/%D9%85%D9%88%D8%A7%D9%86%D8%A6-%D8%

A5%D8%B6%D8%A7%D9%81%D8%A9-%D8%AE%D8%AF%D9%85%D8%A9-%D8%A7

%D9%84%D8%B4%D8%AD%D9%86-%D8%A7%D9%84%D9%85%D9%84%D8%A7%D8

%AD%D9%8A%D8%A9-%D8%A7%D9%84%D8%AC%D8%AF%D9%8A%D8%AF%D8%

A9-Shaheen-

Express-%D8%A5%D9%84%D9%89-%D9%85%D9%8A%D9%86%D8%A7%D8%A1-%D8

%A7%D9%84%D9%85%D9%84%D9%83-%D8%B9%D8%A8%D8%AF%D8%A7%D9%84

%D8%B9%D8%B2%D9%8A%D8%B2-%D8%A8%D8%A7%D9%84%D8%AF%D9%85%D8

%A7%D9%85.aspx 

 

・サウジアラビアの政府系ベンチャーSaudi Venture は、新たな特許技術を用いて砂漠での野

菜栽培に取り組んでいる（2022 年 12 月 13 日） 

https://twitter.com/WIPO/status/1602543844645560324 

 

・11 月の指標：知的財産権侵害を理由として押収された商品の数は 13,497 点であった（2022 

年 12 月 13 日） 

https://twitter.com/SAIPKSA/status/1602551683967598593/photo/1 
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・「国家知的財産戦略」（National Intellectual Property Strategy）が描く構想は、イノベー

ションを基盤とする経済を支える強固な知財エコシステムを目指す（2022 年 12 月 23 日） 

https://twitter.com/SAIPKSA/status/1605974421251821576 

https://twitter.com/SAIPKSA/status/1605933964463464448 

https://saip.gov.sa/en/national-strategy/ 

https://www.saip.gov.sa/en/news/1478/ 

https://externalportal-backend-production.saip.gov.sa/sites/default/files/2022-

12/%D8%A7%D9%84%D8%A7%D8%B3%D8%AA%D8%B1%D8%A7%D8%AA%D9%8A

%D8%AC%D9%8A%D8%A9%20%D8%A7%D9%84%D9%88%D8%B7%D9%86%D9%8A

%D8%A9%20%D9%88%D8%AB%D9%8A%D9%82%D8%A9%20final.pdf 

 

・「標章の国際登録に関するマドリッド協定の議定書」（Protocol Relating to the Madrid 

Agreement Concerning the International Registration of Trademarks；マドリッド協定議定書、

マドリッド・プロトコル）にサウジアラビアが加入（2022 年 12 月 27 日） 

https://istitlaa.ncc.gov.sa/ar/Trade/SAIP/MadridProtocol/Pages/default.aspx 

https://twitter.com/SAIPKSA/status/1607659905250369536 

 

オマーン 

・オマーンが国別ドメイン「.OM」の登録に関する新たな規則（2023 年 3 月 23 日より施行予

定）を公布（2022 年 12 月 5 日） 

file:///C:/Users/User/Downloads/5.pdf 

 

・オマーン南部の港湾都市ミルバト（Mirbat）の施設がオマーン発の暗号通貨マイニングセン

ターとなる：この「グリーン・データシティ」（Green Data City）は 2段階に分けて開発され

る予定で、この過程において、再生可能エネルギーと特許を付与された海洋深層水冷却技術に

よるイノベーションが導入される（2022 年 12月 7 日） 

https://www.omanobserver.om/article/1129432/business/markets/mirbat-facility-to-be-omans-

first-crypto-mining-data-centre 

 

・オマーン消費者保護局（Consumer Protection Department）が、模倣品や粗悪品を売買して

いた商業施設の押収を決行（2022 年 12 月 13 日） 

https://pacp.gov.om/ar/Pages/NewsDetail.aspx?NewsID=11728 

 

クウェート 
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・クウェート商工省は様々な分野の国際的ブランドの模倣品を販売していた複数の店舗から商

品を押収（2022 年 12月 3 日、2022 年 12 月 4 日、2022 年 12 月 5 日、2022 年 12月 6 日） 

https://twitter.com/mociq8/status/1600044178016153600 

https://twitter.com/mociq8/status/1599710556146892800 

https://twitter.com/mociq8/status/1599295021316202496 

https://twitter.com/mociq8/status/1598975739298082816 

 

バーレーン 

・Northstar Technology 社はレノボ社とのデジタル・コンバージェンスを主催し、相互理解に

よるパートナーシップの重要性について話し合った（2022 年 12月 7 日） 

http://www.tradearabia.com/news/IT_403979.html 

 

・廃棄物の削減とグリーン産業政策の推進に取り組むバーレーンは、サステーナブルなアルミ

ニウムの利用に注目。新たな特許技術の開発も視野に（2022 年 12 月 22 日） 

http://www.tradearabia.com/news/IND_404505.html 

 

イラク 

・スターバックス社は、自社のコーヒーや商品を周辺国から輸入してイラクで営業中の無認可

店舗３店の閉店を画策（2022 年 12 月 22 日） 

https://www.businessinsider.com/starbucks-trying-shut-down-three-unlicensed-coffee-shops-

in-iraq-2022-12 

https://apnews.com/article/middle-east-business-lawsuits-iraq-baghdad-

49b82ce26c4a77af4b09ce41ec2fe0a2 

 

ヨルダン 

・地域の ICTハブを目指すヨルダンの進撃にファーウェイが参入。５Gを含む多くの ICT 領

域で世界的なリーダーシップを維持するため（2022 年 12 月 1 日） 

https://jordantimes.com/news/local/huawei-joins-jordans-march-become-regional-ict-hub-

says-ceo 

 

モロッコ 

・マドリッド協定議定書（マドリッド・プロトコル）：指定締約国個別手数料（individual 

fee）の改定は 2023 年 1月 6 日付で発効（2022 年 12月 6 日） 

https://www.wipo.int/edocs/madrdocs/en/2022/madrid_2022_37.pdf?utm_source=WIPO+Ne

wsletters&utm_campaign=564af97602-
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EMAIL_CAMPAIGN_2022_12_07_02_06&utm_medium=email&utm_term=0_-

564af97602-%5BLIST_EMAIL_ID%5D 

 

湾岸協力会議（GCC） 

・GCC 特許庁が特許公報の第 69 号を発行。今回の公報では 111 件の特許が公開されており、

他にも特許庁の決定が数多く掲載されている（2022 年 12 月 5 日） 

https://www.gccpo.org/Doc/PatentGazette/Gazette/69.pdf 

 

世界 

・FIFAワールドカップ：ワールドカップの試合を違法にライブ配信した 55 のウェブサイトを

米国が押収（2022 年 12 月 13 日） 

https://www.khaleejtimes.com/sports/fifa-world-cup/fifa-world-cup-us-seizes-55-websites-for-

illegally-live-streaming-matches 

 

・WIPO IP Facts and Figures 2022：入手可能な完全な統計に基づいて 2022 年の知的財産活動

を俯瞰する（2022 年 12月 16 日） 

https://www.wipo.int/edocs/pubdocs/en/wipo-pub-943-2022-en-wipo-ip-facts-and-figures-

2022.pdf 
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